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抄録

Ａ中学校では「生教育」を年間指導計画に取り入れ実施している。「生教育」の主な目標は、

心身の発育・発達を学び、望ましい人間関係を構築し、社会の一員としての望ましい意志

決定・行動選択の方法を習得することである。一連の「生教育」では、「心身の発育・発達、

望ましい人間関係」、「社会の一員として望ましい意志決定・行動選択」、「薬物乱用教育」、「心

肺蘇生法」、「生と死」などを取り上げ、自他を大切にし、生きることの意味を問い続けて

ほしいとの願いのもと、様々な教育方法を模索しながら実践を行ってきた。その方法の一

つは、様々な地域医療専門家との連携である。本研究は、その一環として心肺蘇生法（生

教育）を校内保健体育科教員２名の他に、地域医療に携わっている医師１名、看護師６名、

救急救命士３名の外部講師10名を指導者として招き、専門家と連携して実践を行ったので、

その効果について報告する。

この実践を通して、生徒たちは心肺蘇生法の正しい手技の習得のみならず、それらを通

して自分と他者の命に対して真摯に向き合う機会となっていた。授業後の感想では多くの

生徒が「近くで倒れている人を見かけたら進んで実践したいと思う」、「勇気を持つことが

大切だと思った」などの感想を述べていた。しかし、今回の実践報告のねらいの一つであっ

た、地域の専門家から学ぶことの効果については十分な検証ができておらず、今後の課題

としたい。
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Ⅰ．はじめに
近年、児童生徒の生命に関わる様々な問題が取り上げられ、学校教育のみならず地域社

会においても重要な課題とされている。核家族の増加により生や死を生活の中で身近に感

じる機会の減少、またゲーム感覚で他者の命を奪う事件などの報道が後を絶たたず深刻な

問題となっている。このような状況を受けて、現在、学校教育において生と死に関して様々

な取り組みがなされているが１）、問題はますます深刻さを増し、課題は山積されている。

このような児童生徒の現状の課題を受け、Ａ中学校では「生教育」年間指導計画として

「性に関するもの」のみならず、「薬物・飲酒・喫煙に関するもの」、「生命に関するもの」

等広い意味で生を捉え、「生教育」年間指導計画を立案し、内容や方法を模索しながら実

施している。

生教育の主な目標は、心身の発育・発達を学び、望ましい人間関係を構築し、社会の一

員としての望ましい意志決定・行動選択の方法を習得することである。そのなかで、「薬

物乱用防止」、「心肺蘇生法」、「生と死」、「性教育」などを取り上げ、自他を大切にしなが

ら行動選択の能力や態度の育成をめざし、生きることの意味を問い続け、命の大切さを思

い起こし、命の尊厳に関して考える機会にしてほしいとの願いのもと、様々な方法を模索

しながら実践してきた。

その方法のひとつとして、近年の生徒の健康問題の解決のためには外部との連携が必要

とされており２）、この年間計画でも、より効果的な学習効果を得るために、様々な外部の

専門家との連携のもと展開してきている。

本研究は、その一環として実施している「生命に関するもの」のなかで、日頃生と死に

直面する仕事に関わっている外部の専門家である、医師・看護師・救急救命士計10名の協

力を得て、保健体育科「心肺蘇生法」について実施したので、その実践を報告する。

Ⅱ．実施方法
対象生徒：Ａ中学校２年生106名

実施日　：平成27年２月〇日（月）

実施場所：Ａ中学校 体育館

実施教科：保健体育

指導者　：保健体育科教員２名，養護教諭１名，

　　　　　地域の専門家10名（医師１名、看護師６人、救急救命士３名）

使用教材： AED個人練習用キット（本実践では、NPOより借り受け、106名の生徒全員

が一人１台使用し、一斉に心肺蘇生法を実施した。）

　　　　　DVD「命のバトン」

評価：授業前後のAEDに関する知識・意識の変化及び授業後生徒感想
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Ⅲ．授業の指導観および指導案
１．授業の指導観

本授業の指導観は特に専門家との連携という視点から次の通りとした。

・心肺蘇生法は人命に関わる手当てである。その判断力と実践力を育てる。

・実際に行動を起こすために、命の尊さや人と支え合うことの大切さを指導し、道徳心を

身に付けさせる。

・自ら考え、自ら判断し、行動選択ができる力を身につけさせる。

・日常的に生と死に直面する仕事に関わっている医師・看護師・救急救命士に各グループ

を担当してもらい、適切な心肺蘇生法、特に胸骨圧迫ができるようアドバイスをしても

らい、生命に関わる場面に直面した場合に、適切な行動選択ができるよう身近に起こり

やすいシミュレーションを体験させる。

２．指導案

指導案は生徒の実態や本時の狙いについて学内の保健体育教諭、養護教諭が検討を行い、

外部講師である医師、救急救命士、看護師と綿密な打ち合わせを行いながら作成した（図１）。

図１　本時に使用した指導案（文科省研修において指導助言を受けたもの）
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Ⅵ．授業展開
１．授業の展開

授業の展開（タイムテーブル）を表１に示す。授業はそれぞれの専門性のもと、外部講

師との連携の効果が発揮できるような授業展開を行った。まず、地域の専門家である医師

から講義及び演習を受け（図３）、その後各グループに異なるシナリオを提示し、AEDシ

ミュレーション体験研修を行った。シナリオは下記の５場面を設定した。

①部活動中、野球部のピッチャーが、胸に打球が直撃して倒れた。

②昼休み、サッカーをしているとＡ君が急に倒れた。

③岡山のイオンへ遊びに行っていたら、突然前を歩いている人が倒れた。

④昼休み、Ｂ君が友達と話をしていたら、急に倒れた。

⑤体育の授業で1000m走後、Ｃ君がゴール寸前で倒れた。

これらのシナリオは身近に起こった、あるいは起こりうるであろうシナリオを想定した

ため、生徒たちは取り組みやすかったと考える。また、シナリオ③は学校外での事故を想

定したもので、生徒たちに心肺蘇生法やAED使用についていつでもどこでも使用できる

ようになる願いである。このように生徒たちに提示したシナリオは、いつでもどこでも誰

にでも実施し、命を助けることができることが理解しやすいよう身近な場面を想定したシ

ナリオを提示した。各グループメンバーは図２に示した役割を交代しながらそれぞれ行っ

た。

表１　心肺蘇生法授業タイムテーブル

図２　役割分担チェックシート
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 図3 本授業で使用したスライド教材 

 

 

 図4 医師・救急救命士・看護師による指導 

 

 

 

 

 

図３　本授業で使用したスライド教材

図４　医師・救急救命士・看護師による指導

Coordination between schools and local communities regarding health 

- 5 - 

  

 

 図3 本授業で使用したスライド教材 

 

 

 図4 医師・救急救命士・看護師による指導 

 

 

 

 

 



− 150 −

Ⅶ．授業後の評価
１．授業前後の生徒の意識変化

倒れている人を発見した時、AEDが必要と判断した場合に行うべき行為、「声をかける

ことができるか」、「誰かを呼ぶことができるか」、「救急車を呼ぶことができるか」、「呼吸

の確認ができるか」、「胸骨圧迫心臓マッサージができるか」、「AEDを使うことができるか」

の６項目に関して、授業前後の意識の変化を調査した結果を図５に示した。

授業前は約８割の生徒が、胸骨圧迫やAEDの使用ができないと答えていたことから（図

５）、いざというとき、対応できるよう知識・思考力・判断力を身につけていくことが課

題であった。

しかし、授業後はどの項目においても「確実にできる」割合が増加した。特に胸骨圧迫

やAEDについては「確実にできる」人数が増加し、胸骨圧迫心臓マッサージは全員がで

きるとしており、地域の専門家による指導、グループでの役割分担による実践、一人ひと

りにキットを与えることなどが学習効果を上げる要因になったと考えられる。

２．生徒の感想

授業後の生徒の感想を表２に示す。生徒たちはAEDに関して〈手技の難しさ〉を感じ、

またこれまで知らなかった〈AEDの仕組みの理解〉ができていた。またAEDの手技のみ

でなく、それを使用することの意義、すなわち本授業が目標とした、〈命の大切さ〉を学

び、自分の命や他者の命を守るために〈勇気を出すことの大切さ〉を学び取っていた。ま

た、本授業の経験を学んだことを生かし、倒れている人に出会ったら積極的な行動をした

いと考えるなど、今後につなげていこうとしており、〈今後の展望〉を見据えていたこと

が明らかになった。

図５　生徒の意識変化
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Ⅷ．終わりに　―取り組みの成果と今後の課題―
この実践を通して、生徒たちは命を助ける大切な行動である心肺蘇生法の正しい手技の

習得のみならず、それらを通して人を思いやる心を育むことができ、自分と他者の命に対

して真摯に向かい合う機会となった。しかし、今回の実践のねらいの一つである地域の専

門家から学ぶことの効果については十分な検証ができておらず今後の課題としていきたい。
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カテゴリー 記述例 

手技の難しさ 

胸骨圧迫心臓マッサージは、とても難しく大変でした。 

心臓マッサージは、予想以上に力が必要だったのでビックリした。 

とても力がいるなと思いました。 

1分間やり続けることも大変で、初めて心臓マッサージをしたり AEDを使ったりしたけど

すごく難しくて大変なことがわかった。 

AEDの仕組みの理解 AEDは、心臓を動かすものではなく、止める物であるということを知った。 

勇気を出すことの大切さ 

人が倒れていたら「どうしよう、どうしよう。」と何もしないのではなく、やるのが怖く

ても自分が勇気を出すことが大事、勇気を出せば 1人の命が助かると思いました。勇気を

持つことが大切だと思った。技術も必要だけど、まず勇気が必要だということがわかった。

今後の展望 

今まで自分には無関係だからいいやと思っていた。しかし授業を通して自分にできること

は何かを考え、積極的に動いていきたいと思った。 

勇気をもって行動したい。機会を見つけて繰り返し練習することが大切だと思った。 

もしもの時、心肺蘇生法が使えると人の命が助かるかもしれないというとがわかった。 

今日学んだことを生かしたい。近くで倒れている人を見たら進んで今日したことをしたい

と思う。 

今後このような場面に立ち会った場合、積極的に取り組みたいと思った。 

命の大切さ 
今日の授業で一番心に残っている言葉は「どれだけ高い AED」でも自分たちがやる心臓マ

ッサージの方が大切だと言われたことである。本当に大事であることがわかった。 

職種の理解 
職業の名前は知っていても、日ごろ授業などで接することがない地域の専門家の人たちの

仕事がわかった。 

表２　授業後の生徒の感想
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